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約 14t 紡f命

リンドウ (GentianaSpp.)は，独特の花色(，1J， r'f紫など)から切り花と

して良から秋にかけて利用されることが多く，お役などのr1本の風習にとって

if~~であるだけでなく，最近はフラワーアレンジメントのぷ材としても利Jf]さ

れている.11本では，生花あるいは鉢物として川いられることが多いが，ヨー

ロッパでは，ロックガーデンや花的の航え込みなどとして川いられている.

j以内は， I昭和30年(1955)ころ長野県で鉛まり，はじめは，県内および北海

道の，'，生株を統府し，切り花として販必していた(山池 1992) .その後，実

'1:.からの裁培法の確立，交配による品種改良などが行われ，現在にをっている.

統的地域は，長野県，岩手県，福島県および山形以など冷涼な地域が中心であ

るが，鳥取県，島4良県および栃木県などでもj以内が行なわれている.これら栽

I目されているリンドウの大部分の用途は，切り花川であり，ササリンドウ (G. 

scabra) (閃1-1A)およびエゾリンドウ (G.tlゴflora) (図1-1B) 

の野生椛からの改良種が使われている.、Ii.}.ぷ6年 (1994)の全IJSIのリンドウの

杭j:~'1r(li，f$'iは648haとなっている.-}j，鉢物として不IJ川されるリンドウもあり，

そのほとんどが山採りのリンドウであるが¥ -部，品格改良も行われている.

ri12県では，リンドウが切り花f主席の}ゾJJ1111!としての地位を確立している.

その生践は射手県北部の安代町を中心に，常イjfUJ，イiμ谷町J，湯田町，衣川村

および沢内村などで行われ，昭和60年(1984)には先進地である長野県を抜い

てfhpwd，生産額，栽培面積ともr1本 -となっている.特に，販売額では本県

の花きの70%をリンドウがr'iめ，その傾は約2俗9千万円である(持手県農政

im 2000) . 

飢n川花きとしてのリンドウの{llfi1lfIは4.5いが3 従米は，薬JHとして用いられ

てきた.リンドウは，生薬才Iを竜日11といい， I'~':I味能川剤として，決jjでは， r肝
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図1-1 リンドウ属の4植物体

A : G. scabra 

B : G. trif10ra 
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sflの火を潟し， ド焦の温熱を除くJとされ，神淡本市総には， r付間の寒熱，

i管拙1，~S公を主治し，絶傷を続き， li臓をAiiめ，出f与を殺す」と記されている.

1:に似が使われ，その成分は，ゲンチアニン (gentianine))ゲンチオピクリ

ン (genLiopicr、in)などが含まれている.その効川は，侃!??の他，リウマチ，

J防JJ光炎，的|勾炎などの消炎とされている.またヨーロツパ保のG.lutea'の，fl~は，

m山総¥1)柴やリキュールのカンパリに使われている.

リンドウの丹精は，実生からの裁地法が(<<~，'，:したl附不fl401ドころからで，イ6色

およひq~(姿が優れている株から採紹し， ilkRとする特性を持つ株を選抜してい

った.しかし，実生株は，株間にばらつきがあり，またn舶を繰り返し行うと
株が弱る現象もみられた.昭和52年 (1977)に，リンドウではじめて品種登録

されたのが，元Ff予県園芸試験場(現同県政業研究センター)で育成した切り

北川l訴事の‘いわて， (G. triflora x G. triflora var. japonica subvar. 

montana )である.その後， I昭和57年(1982) ，奥{，1泌‘ (G.scabra)が，

J11i利校録された.一方，鉢物用リンドウでは，附和55{1:'屯峡クイン'が積

110iq録され， ' )J15須の乙虫.) (G. tlゴfloraxG. scabra)) ，アルペンブル

ー， (G. acaul isx G. dinarica)および eいわてL広， (G. trif10ra var. 

japonica subvar. montana x G. triflora var. japonica subvar. montana) 

と続いて，これ以降多くのリンドウが品荷台録された.なお，この後同一種内

およびG.trifloraとG.scabraの縄問交雑による新Ft品格が育成されている.

特に，行子県では県の試験場，安代町，篤民家を小心に，
gいわて， (1977)， 

‘いわて乙交) (1982)， ，イーハトヴオ) (1986)) ，ジヨパンニ， (1986)) 

εアルピレオ， (1989) ‘マシェリ， (1990)) ，ホモイ) (1990)) ，アル

タ， (1992)， 'ポラーノホワイト， (1996)， ‘ポラーノブルー， (2000) 

‘交代の以， (2000)， 'シャインブルー・アシロ， (2000)および
g

メルへ
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ン・アシロ， (2000)など多くの品純が開発されてきた.lJl庄の優良品種の大

部分はF.丹精で行われており，リンドウが強度の['1航樹勢を示すため，交配

I~J~の維持特即，と増殖が一つの大きなt課題となっている . また，育報日繰とし

て， (1)花色と花型， (2 )作期の拡大， (3 )市安， (4 )耐病性， (5 ) 

栄長系品不信の内.成などが挙げられている (111池 1992，阿部 1990) . 特に，

，，~色については ， 交雑できる近縁祁内では，花色のバリエーションも丹色，1'1

色および桃色と限定されており，新しい佑色の導入が体|難であること，さらに，

リンドウ脳内は，黄色などの花色を持つ野J川市もあり，これらの花色を栽培栂

に導入するすることができれば新しい品栂の作11¥につながる.また，ササリン

ドウは-般にさし芽繁殖が容易であるが，優良系統となっているエゾリンドウ

では，この技術が実用化に至っていないなどが問題となっている.これらを解

決するために，組織府養による大 ~l(.t制札ソマクローナル変異，細胞融合，形

町転換などのバイオテクノロジーを応川した育研技術の開発が望まれている.

組織I市長利用による大量増殖は， fii長Jllからの多よJ:体やfI'i条JJ;t基の誘導およ

び:N(物保'IVからの不定芽および不定J]f誘導による.t1'{I~fUJ法がある . 一般に， ，，~ 

きは，集約(t<)にj発情されることが多いため，組織t市長を利川した増嫡技術が応

JIJできる司tsIJMが本いと考えられる.リンドウでは，大iRm荊に関する報告(佐

必 1986，阿部 1988，天野ら 1989， メLlllら 1989，阿滞ら 1991，清野

ら 1991， m手ら 1991，高縮ら 1991， Yamada et al. 1991，村山ら 1993， 

Sharma et al. 1993， Hosokawa et al. 1996)はあるが，本格的な実用化には

世っておらず，未だに穂Fよる噌荊および供給が行われている.また，現!f.，

帝Il織前提による増殖は，G. scabraの系統が多いが，切り花用品樟の育穏素材

として多く用いられているG.trifloraで、は休|難であり， .t科婦iできる種および

系統が|以られている.
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. jj，バイオテクノロジーを川いた新品航行成のための技術として，細胞融

合， )杉fI転換などの万法があり，多くの作物で尖川化に向けて研究されている.

これらのJ主総的な妓術として純物組織からのIlj'l:系の僻・¥i:やプロトプラスト

からのrlJ分化系の確立が不可欠である.リンドウでは，組織栴長やプロトプラ

ストからの!呼分化の報告 (Takahataand Jomori 1989， Nakano et al. 1995， 

Meng et al. 1991)もあるが， IJiJ述の大iitm刑とIliJ織にrIJ分化系が確立してい

る純およひ"系統が少ない.そのため，今後リンドウの新たな品栂開発のために

は，'y_定した11J分化系の確立は必須である.

始lii:川リンドウとしては，前述したようにG.scabraとG.triflora，の2栂が

多く利川されてきた.これら 2椅は，交維が平洋紡であり近縁栂と考えられるが，

その類縁関係は卜分に明らかにされていなしに .Jj ，リンドウ属全体としてみ

ると361純からなり，リンドウ科 (Gen t i anaceae) の~l'でぷも大きな属であり

(治水 1994) ，これらはリンドウの新たなJIJARljH発のための巡伝資源、として

fn~ と占-えられる . リンドウ属の分類は，分知学おにより見なるが，

Kusuezow (1893， 1896-1904)の分知が今rIのリンドウ胤の基準とされている.

また， Toyokuni (1965)は，リンドウ科を花の椛Ji1の泣いから，11属35種に分

知した.これらに属する共通祖先として以始リンドウj瓜を仮定した.r I本には，

リンドウ属約13--18極が存在し，その多くは多11:市であるが， 一，二年革もあ

る.ヨーロッパには，リンドウ属の命名 kの法本格のG.luteaが分布し，アル

プスには， G. purpurea} G. pannonica， G. cJusii， G. acaulis} G. alpina， 

G. vernaなどが自生している.'-11 [311には，およそ360栂のうち248絡が分布し(

Zheng-yi and Raven 1995)，代ぷ的な純としては，桃色の花のガピサンリンド

ウ (G.rubi cunda)などがある.そのほかアメリカ，オセアニアにも分布して

いる.
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.}j ，細胞迎伝学的研究では，リンドウj瓜のJ.~本染色体数は， 2n=10， 14， 

18， 20， 22， 24， 26， 28， 30， 32， 34， 36， 42， 44， 52， 7鴻8，9鉛6と栂々のもの

があることが報f告与され，研究者者.により川

ある(J泌卓Jl雌j域長 1998め).現在のところ，これらの桁の供閃|版係は卜分検J討、イ!されていな

い.これら航物1俳洋の類縁関係をf解師I叩明り別]することは， リンドウ属の進化をl切らかに

するだけでなく汗栂を行う上で必要な法{礎的な知川をうえることになる.航物

析の知縁関係に関しては近年，分子'1:.物学的下法を)1Jいた解析法の有効性が数

く制作されている (Soltiset al. 1991，長谷部 1990， Taber、letet al. 

1991，ほか).特に，遺伝情報であるDNA配列をIl¥J践的にみるRFLP( 

Restriction Fragment Length Polymorphism)法 (Botsteinet al. 1980) 

やRAPD法 (Williamset al. 1990)を始め，特定のDNA配列のI話基配列を直接-

的に比較することも簡便に行える織になり，強)Jな解析[.段として利用されて

いる (Wardet al. 1981， Eckenrode and Levings 1986， Newton 1988， 

Wolff and Riji 1995， Edward and Holtsford 1996， Bena and Jubier 1998， 

Murakami 2000) . 

本研究では，リンドウ属植物を川いた細胞仁'予を不IJ)I Jした背極β法の基礎的

な技術開発および極閣の系統関係を切らかにするため，第2市でリンドウ科闘

ii:純物の組織倍長系の確立を日的として， (1)リンドウの策片から再分化系

の館、1:，(2 )リンドウの不定限形成の組織学的観媒， ( 3 )エキザカムの両

分化系の確立を行った.また，第31戸ではG.scabraおよびG.trif10raプロト

プラストI町長系の確也を日的とした.さらに，第4mでは分子便物学手法によ

るリンドウj再航物の分類をf1的として， (1) RAPD法およびSCARのマーカーに

よるG.scabraとG.trifloraの系統識別， (2) ~総体DNAによるリンドウ

J瓜と近縁胤の分子系統解析を行った.
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